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ご契約内容のチェックポイント

がん治療の変化に対応できていますか？

ご加入中のがん保障について
確認してみましょう！

自由診療を含む抗がん剤治療やホルモン剤治療は
保障されていますか？

Point

2
Check

2

上皮内がんも保障されていますか？
Point

3
Check

3

長引くがん治療には対応できていますか？
Point

4
Check

4

がん罹患時の収入減少に備えられていますか？
Point

5
Check

5

病気やケガの保険にはご加入されていますか？

介護や認知症の保険にはご加入されていますか？

万が一のときの保険にはご加入されていますか？

通院でのがん治療は保障されていますか？ Point

１
Check

1

保険証券確認サービス
実施しています！

死亡保障や医療保障にがん保障が付加されているケースもあります。
がん保険だけでなく、すべての保険の内容を確認してください。

ご加入のがん保障

無 料
※証券確認後の無理な勧誘はございません。安心してご相談ください。

ご加入中の保険をいっしょに確認させていただきます。

あわせて
確認！

万が一、ご自身やご家族ががんに罹患された場合に、納得のできる治療方法を
選ぶことができるよう、ご加入中の保障内容が最新のがん治療に対応できるか、
ぜひこの機会に一度確認しておきましょう。

チェックのない
項目がありましたら
裏面のポイントを
ご確認ください



〒163-8626 東京都新宿区西新宿6-13-1新宿セントラルパークビル
〈公式ウェブサイト〉 https://www.himawari-life.co.jp/

SOMPOグループの一員です。

お問い合わせ先

（21120216） 891857-0100（21.12）ACG

最新のがん治療の実態にあった保障を準備することが重要です

Point 1 Point 2治療スタイルの変化（通院治療の増加）

上皮内がんの罹患数は年々増加

治療が長期化する可能性

抗がん剤・ホルモン剤治療の現状

収入への影響

Point 3

Point 5

Point 4

■がんの外来受療率および入院受療率の推移（人口10万対）

平成17年 平成23年 平成29年

平成23年は宮城県の石巻医療圏・気仙沼医療圏および福島県を
除いた数値です。　厚生労働省「平成29年 患者調査」
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■乳がん治療の一例

■がんの治療期間は？

ホルモン剤
治療

5～10年
検  査 抗がん剤

治療 手  術

■上皮内がんの罹患数
　（推計値）(全部位）

国立がん研究センターがん情報サービス
「がん登録・統計」をもとに当社で作成

2005年

29,273件
約3.4倍

2015年

99,847件

■がんに罹患した人が受けた治療（複数回答）

東京都福祉保健局「東京都がん医療等に係る実態調査報告書
（平成31年3月）」をもとに当社で作成

手術

放射線治療
薬物療法

（化学療法）
ホルモン療法

その他

無回答
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これまでがんといえば入院して治療をするというイメージがあ
りましたが、最近は医療技術の進歩により、入院ではなく通院で
の治療が増加傾向にあります。通院の保障があると安心です。

がんの治療は治療期間が長期
にわたることもあります。治療費
による経済的負担が大きくなる
ことに加えて、治療費以外の負担
も継続的にかかります。保障が
複数回支払われると安心です。

働けない状態が続くと収入が減
少する可能性があります。
治療費以外にもご自身や大切な
ご家族の生活を守るための準備
が必要です。

がんの再発や転移を防ぐ目的で抗がん剤・ホルモン剤治療をお
こなうことにより、治療期間が長くなり、治療費が高額になる場合
もあります。抗がん剤・ホルモン剤治療の保障があると安心です。

上皮内がんの保障があると、
初期のがんでも安心して治療が
できます。

※治療内容・期間・組み合わせは、個々の患者の方の病期
（ステージ）や病状により異なります。

調査期間：2020年8月5日～8月25日
実施方法：認定NPO法人キャンサーネット
ジャパンによるインターネットでの調査
回答者：335名（がんに罹患したことがある方）
●端数処理の関係で内訳の合計が100％とならないことがあります。

SOMPOひまわり生命保険
株式会社「三大疾病イン
ターネット調査（2016年）」
【対象者】全国の20～５０
歳代の男女、がん患者（経
験者＋現在治療中の患者）
かつ病気にかかる前に仕
事をしており安定的な収
入があった人：515人

セールス手帖社保険FPS研究所の監修のもと当社で作成
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■収入が減少しましたか？

減少した
45.6％

■どのくらい収入が減りましたか？

50%以上
減少
34.9％30%未満

減少
48.9％

30%～50%
未満減少
16.2％
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上皮内新生物（上皮内がん）って
どんな状態？

参考

「がんにそなえるBOOK（当社作成）」より抜粋

胃がん、大腸がん、食道がんのように消化管内部の表面
にできるがんにおいては、がん細胞が表面の上皮にとど
まっている状態を上皮内新生物（上皮内がん）といいます。
この段階で手術で切除することができ、転移の可能性
はほとんどないといわれています。
上皮内新生物（上皮内がん）が悪性化し、基底膜を越えて
浸潤した場合、「がん」になります。

39430
タイプライターテキスト

39430
タイプライターテキスト




